
社は、産業機ثや家電製品などに内ଂされる、特定
の機能を実現するためのコンピュータシステム（組みࠐ
みソフトウェア）の開発をओ体に、３次元$(（$PNQVUFS�
(SBQIJDT ʹコンピュータ画໘にӨしてඳ画した画૾や
ө૾）ج൫技術による自વ؍ܠ生成シミュレーションや
ҩ療分野での生体モデルの３次元$(システム、情報セ
キュリティ管理体制（*4.4）構築などを行ͬている。経
験๛かな技術者を多༴し、ઐ門分野でഓͬた技術力と
ੵした知ࣝ・ノウハウを提供することでソフトウェア
開発全般をサϙートすることをج本方としている。
ωットϫーク技術の発展によりいつでも、どこでもイ
ンターωットがར用Մ能となͬたۙ年、コンピュータソ
フトウェアの開発をઐ業とする技術者企業は、大きな活
༂の場を提供されている。一方、རศ性とセキュリティ
という、この՝に対する真ないかけと対応をഭら
れているのも事実である。新たなωットϫーク社会を形
成しつつある今、社会の広ൣな分野で重要な割を果た
すソフトウェアも、ωットϫーク技術の発展とともに広
くその需要を拡大していくことが予される。
そこで社が着目したのが、組みࠐみܥソフトウェア
要求様書の自વޠݴ（通常の日本ޠ）から4-1（41&$
-�1&3'&$5）への変である。クライアントより提出
される要求様書は、その複雑さからهड़内容のؒҧい、
ໃ६などが発生することが多々ある。そのݪҼは、組み
様みソフトウェア開発の大規模化にともない、要求ࠐ
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成果
当初の目的である自然言語の曖
昧さ、不自然さを大幅に減らす
ことで、要求仕様書の文書品質
を向上させるためのソフトウェ
アツールの開発に成功した。

経緯
ソフトウェア開発における要求仕
様文書は、複雑さゆえに矛盾が生
じることがある。論理的に矛盾のな
い仕様書を作ることで自然言語に
近い記法の記述が必要とされた。

実施内容
当社が持つ自然言語の形態素・構文解析
の技術を用い、仕様書における「文書品質
を向上させるためのソフトウェア」を開発。
自然言語から SLP（SPEC L-PERFECT）
への変換及び分析ロジック設計を行った。
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の確定がࠔ、かつ様変更がසൟにىこることが考͑
られる。加͑て、日本ޠ特有のᐆດなද現によるೝࣝの
ҧいから、開発ա程のなかで手りが多発し、組みࠐみ
特有の復開発に支োをきたしている。その݁果、納期
や開発コストの管理がしくなり、ͻいては市場でෆ۩
合が発生しても充分なઆ໌ができないことがࢹ
されている。これらのを解ܾすく、社は自社開
発の 4-1 の中に、要求様書における「จ書品質を向上
させる」機能を加することを目的とする開発を行うこ
ととした。

4-1 とは、理的にໃ६のない様書を作る自社開発
のツールである。自વޠݴにۙいه法でهड़できるため、
शಘが容қである。また理的هड़法を自વにマスター
することができるものである。これにより、件の࿙れ、
ໃ६、長性、දهの༳れを検査することがՄ能となり、
スムーズな合ҙ形成と迅速な復開発がՄ能となͬた。
開発をする上で、自વޠݴによる要求様書から既存
の 4-1 への変の様検౼を行い、「自વޠݴから 4-1
目次に変」、「自વޠݴから JG�FMTF จに変」、「自વޠݴ
からओޠとड़ޠをந出」の 3点が՝であると໌した。
広く普及している手ଓき型の高水४プログラミングݴ
でプログラムを書く上で「もしもこ「ޠݴ$」であるޠ
うなͬたら、こうする」、「この場合はこうする」、「それ
Ҏ外の場合はこうする」など、件によりプログラムを

分ذさせることは非常に重要である。すてのプログラ
ムは分ذ方法の組み合Θせであるため、՝である「自
વޠݴから JG�FMTF จに変をՄ能とする」ことは、要求
。様書の正൱をѲする上で重要と考͑ることができる
また、ओޠとड़ޠをந出することによͬて、日本ޠ特
有のᐆດさやໃ६点を解ফすることが期される。
自વޠݴを 4-1 に変するॲ理で、人ؒの書いたコン
ピュータプログラムであるソースコードと、コンピュー
タが実行できるωイティブコードの中ؒの性質をͬ࣋た
「中ؒコード」に変する必要性また、変の方などを
参考にするため、「."5-"#�4JNVMJOL 設計モデリング
ツール」を本事業で新たに導入した。
組みࠐみܥソフトウェアの開発現場では、."5-"#�
4JNVMJOL による ňモデルϕース開発（.#D）ŉ がٸ速に
普及しつつある。そのओな理༝は、.#Dを導入すること
で、ै来開発にൺて生産性と品質へのメリットがಘら
れる点があげられる。たと͑ば、車載システムの.#D
で使用される."5-"#�4JNVMJOL には、多くの部品が
用ҙされており、これらをつなぐことで؆୯にモデルを
作ることができる。作ͬたモデルはその場ですぐ動きを
確ೝできるため、モデルでهड़した制御様の検証が容
қになり、ૣ期の品質確保がՄ能となる。このツールに
4JNVMJOL と 4-1 の૬ޓ変を実現することで、最ऴ様
書の作成、モデルの構จ化、֊層化及び理式化がなさ
れることになる。
前ड़した՝ 3点を解ܾすると同࣌に、既存機能にӨ
、様を作成し、設計を༩͑ないことをओとする要求ڹ

実装及びテストを行ͬた。「自વޠݴから4-1に変する」
という要求様をجに、テンプレートで定ٛした構จ（プ
ログラミングޠݴのจ法や書式）にैͬてテストデータ
を用ҙし、正しく 4-1 に変できているか、ユーβイン
タフェースにදࣔできているかの確ೝを行ͬた。

実施した取り組みにより、ॳの目的である自વޠݴ
のᐆດさ・ෆ自વさを大෯にݮらすことで、「要求様書
のจ書品質を向上させるためのソフトウェアツール」の
開発に成ޭした。これにより、組�みࠐみܥソフトウェア
の開発プロセスの改善がՄ能となり、製品の品質と製品
จ書のઆ໌力向上が期される。

今後は開発した成果物にさらに改ྑを加͑て商品化す
るとともに、ツールに関࿈するソフトウェアの受ୗ開発、
ฒびにコンサルティング、コーチングの事業化を目指す。
定される٬ސは自動車関࿈企業や通信、精密機ثな
ど、ソフトウェア品質が社会的に強く要求される分野の
企業である。ソフトウェア開発のプロセス改善のツール
や改善策は、Ԥ米を中心に進Μでいるのが現ঢ়である。
社の成果物を導入した企業が、大෯なプロセス改善
を֫ಘすることにより、この分野におけるリード的存在
になることが期される。

開発担当者のひとり、佐々木千春さん。本事業で得た成果は、ソフトウェア品質が
社会的にも強く要求される自動車関連企業や通信、精密機器への導入が見込まれる。

要求仕様書の自然言語の曖昧さ、不自然さを
大幅に減らすことで、組み込み系ソフトウェ
ア開発における大幅なコスト削減が期待でき
ると語る、代表取締役社長の漆原憲博さん。

要求仕様書における「文書品質を向上させる
ためのソフトウェア」開発責任者の大浦誠悦
さん。

操作性に優れたインタフェースは、正しく SLPに変換できていることを確認しながら作業を進めることができる。

代表者名　代表取締役社長　漆原 憲博
設　　立　1994 年 3月
所 在 地　〒 020-0063　岩手県盛岡市材木町 2-26 近三ビル 2階

TEL：019-623-3613　FAX：019-623-4028
URL：https://www.jfp.co.jp/
E-mail：japanfp@jfp.co.jp

資 本 金　1,000 万円
従業員数　30 名
事業内容　景観シミュレーションCG 制作、医療分野での

生体モデルの 3次元CGシステム、組織の情
報セキュリティ管理体制（ISMS）構築、精密機
器制御システム開発、派生開発案件などの組み
込みソフト開発、SLP（SPEC L-PERFECT）
による要求仕様書の作成
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